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2 0 0 6 年  

1 月 5 日  

◎  

国
労
東
京
地
本
二
〇
〇
六
年
旗
開
き
　
◎  

第
一
〇
回
囲
碁
・
将
棋
大
会 

　
　
　
一
月
六
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
月
二
一
日
（
土
） 

　
　
　
　
一
一
時
〜
　
芝
弥
生
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
時
〜
受
付
　
王
子
「
北
と
ぴ
あ
」 

◎  

第
二
七
回
新
春
団
結
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
◎  

第
二
六
回
ス
キ
ー
大
会 

　
　
　
一
月
一
四
日
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

二
月
二
二
日
（
水
）・
二
三
日
（
木
） 

　
　
　
　
一
〇
時
〜
受
付
　
桜
田
門
（
一
周
・
二
周
）
　
　
　  

一
一
時
〜
受
付
　
湯
沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地

方
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
、
年
頭
の
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
鉄
道
輸
送
に
携
わ
る
私
た
ち
に
と
っ
て

辛
く
厳
し
い
一
年
で
し
た
。
四
月
二
五
日
の
福
知
山

線
脱
線
転
覆
事
故
で
は
、
一
〇
七
名
の
尊
い
生
命
が

奪
わ
れ
、
五
五
五
名
の
乗
客
が
負
傷
す
る
大
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
後
要
因
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
絶
対
の
安
全
確
保
に
向
け
、
労
働
組

合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
、
仕
事
総
点

検
・
安
全
総
点
検
運
動
を
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
未

然
に
事
故
の
芽
を
摘
み
取
り
、
二
度
と
再
び
あ
の
よ

う
な
悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
年
頭
に
当

た
り
改
め
て
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

闘
争
団
の
現
状
は
、
三
五

名
の
仲
間
が
闘
い
半
ば
で

亡
く
な
り
、
平
均
年
齢
も

五
二
歳
を
迎
え
る
状
況
の

下
、
厳
し
い
ア
ル
バ
イ
ト

や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
傷
病
者
も
生
ま
れ
て
お

り
、
解
決
は
緊
急
を
要
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
の
第
七
三
回
定
期
全
国
大
会
で

全
組
合
員
・
全
闘
争
団
員
が
大
同
団
結
し
て
、
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
の
政
治
解
決
に
全
力
を
あ
げ
る
た
め
四

項
目
の
補
強
方
針
を
含
め
満
場
一
致
確
認
し
、
闘
争

団
・
家
族
上
京
行
動
や
省
庁
・
国
会
議
員
要
請
行

動
、
さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｒ
組
合
員
と
の
交
流
な
ど
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
一
五
日
、
一
部
闘
争
団
が
鉄
道
建
設

公
団
を
相
手
に
提
訴
し
て
い
た
、
訴
訟
に
対
す
る
判

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
判
決
は
、
清
算
事
業
団
か
ら

の
解
雇
に
は
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
有
効
と
す
る
不

当
な
判
決
で
し
た
が
、
一
方
で
採
用
候
補
者
名
簿
に

記
載
し
な
か
っ
た
の
は
、
不
法
行
為
と
評
価
す
る
の

が
相
当
で
あ
り
、
慰
謝
料
と
し
て
一
人
当
た
り
五
〇

〇
万
円
を
支
払
え
、
ま
た
、
時
効
消
滅
の
起
算
点
は

執
行
委
員
長

阿
部
　
　
力

執
行
副
委
員
長
　
　
　
濱
中
　
保
彦

書
　
記
　
長
　
　

笹
原
　
助
雄

執

行

委

員
　
　
　
石
上
　
浩
一

執

行

委

員
　
　
　
山
本
　
　
久

執

行

委

員
　
　
　
斉
藤
　
　
由

執

行

委

員
　
　
　
宮
�
　
浩
則

執

行

委

員
　
　
　
江
田
　
雄
次

執

行

委

員
　
　
　
海
老
原
　
悟

執

行

委

員
　
　
　
鎌
田
　
博
一

執

行

委

員
　
　
　
石
井
　
富
男

執

行

委

員
　
　
　
中
里
　
豊
樹

青

年

部

長
　
　
　
坂
本
　
和
彦

青
年
副
部
長

柴
田
　
　
亙

婦

人

部

長
　
　
　
阿
部
美
津
子

会
計
監
査
員

中
野
日
出
實

会
計
監
査
員

佐
藤
　
正
一

会
計
監
査
員

千
代
村
直
孝

書
　
記
　
局

福
原
三
江
子

書
　
記
　
局
　
　

新
井
　
清
一

書
　
記
　
局
　
　

小
俣
　
勝
美

書
　
記
　
局
　
　

佐
藤
　
　
誠

書
　
記
　
局
　
　

福
地
　
一
郎

書
　
記
　
局
　
　

寺
崎
　
幸
子

書
記
局
（
中
央
共
闘
）
佐
伯
　
　
肇

書
記
局
（
中
央
共
闘
）
井
口
　
栄
子

書
記
局
（
全
労
協
）

小
川
美
智
子

【
国
労
会
館
東
京
地
方
部
】

職
　
　
　
　
員
　
　
　
市
村
　
和
子

【
国
労
議
員
団
】

会
　
　
　
　
長
　
　
　
小
林
　
　
正

【
国
労
家
族
会
東
京
地
連
】

会
　
　
　
　
長
　
　
　
青
柳
　
清
美

【
鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
連
】

会
　
　
　
　
長
　
　
　
羽
切
　
信
夫

平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
、
で
あ
る
と
す
る
も
の

で
し
た
。
私
た
ち
は
、
今
年
一
年
が
極
め
て
重
要
と

の
認
識
の
下
、
組
織
の
統
一
と
団
結
を
一
層
強
化
し

奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
生
活
援
助

金
カ
ン
パ
を
は
じ
め
、
ア
ル
バ
物
販
や
連
帯
す
る
会

へ
の
加
入
な
ど
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
訴
え
る
も
の

で
す
。

も
う
一
つ
の
闘
い
の
柱
を
、
Ｊ
Ｒ
会
社
の
労
務
政

策
転
換
と
組
織
強
化
・
拡
大
と
位
置
づ
け
取
り
組

み
、
昨
年
は
、
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
を
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昇
進
差
別
事
件
は
究
極
の

差
別
事
件
、
国
労
つ
ぶ
し
と
し
て
か
け
ら
れ
た
最
も

厳
し
く
組
織
の
命
運
を
決
す
る
闘
い
だ
っ
た
だ
け
に

筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
次
の
合
格
率
は
、
一
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り
ま

し
た
が
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、「
国
労
で
合
格
し
よ
う
」
を
合
言

葉
に
、
受
験
者
数
に
お
い
て
も
合
格
者
数
に
お
い
て

も
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
を
勝
ち
取
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昇
進
和
解
を
「
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
」

「
不
公
平
感
の
な
い
明
る
い
職
場
作
り
」
に
向
け
た

第
一
歩
と
位
置
づ
け
、
国
労
運
動
に
展
望
を
切
り
開

き
、
組
織
強
化
拡
大
に
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

多
数
派
組
合
を
自
任
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
労
働

運
動
の
次
元
を
外
れ
た
強
要
事
件
や
役
員
の
専
従
解

除
な
ど
内
部
抗
争
を
激
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
一
二
月
に
は
、
警
視
庁
公
安
二
課
か
ら
元
会
長

宅
等
が
家
宅
捜
索
を
受
け
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
組

合
員
不
在
の
組
織
運
営
に
終
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
連
合
も
組
合
員
の
期
待
に
応
え
う
る
状
況
に
あ

り
ま
せ
ん
。
国
労
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
職
場
の
期
待
の
声

に
自
信
と
確
信
を
持
っ
て
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
先
頭
に
地
方
本
部
が
立

つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
春
闘
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
は
、
上
場

企
業
各
社
が
過
去
最
高
の
増
収
増
益
に
示
さ
れ
る
か

つ
て
な
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
各
社
も
中
間

決
算
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
増
収
増
益
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
私
た
ち
の
生
活
は
定
率
減
税
の
全

廃
や
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
、
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
、
年
金
制
度
改
悪
な
ど
可
処
分
所
得
は
大
幅
な

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
春
闘
の
再
生
を
図
る

と
と
も
に
ベ
ア
ゼ
ロ
を
跳
ね
返
し
、
賃
金
引
上
げ
や

職
場
環
境
改
善
な
ど
を
勝
ち
取
る
闘
い
を
強
化
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
泉
第
三
次
改
造
内
閣

は
、「
構
造
改
革
」
を
掲
げ
、

年
金
・
医
療
・
税
制
な
ど

を
改
悪
し
、
国
民
に
犠
牲

を
強
い
る
一
方
、
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
派
兵
を
さ
ら
に

一
年
延
長
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
は
、
自
衛
隊
を
自

衛
軍
に
改
変
し
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
と

規
定
す
る
な
ど
平
和
憲
法
を
守
る
闘
い
が
極
め
て
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
政
改
革
に
続
く
攻
撃
目
標
を
公
務
員
に

向
け
、
国
民
の
目
を
反
公
務
員
へ
と
誘
導
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
手
法
は
不
況
で
も
身
分
の
安
定

し
て
い
る
公
務
員
な
ど
と
大
衆
の
攻
撃
性
、
憎
悪
を

扇
動
す
る
稚
拙
な
手
法
で
す
が
、
国
鉄
分
割
・
民
営

化
を
前
に
し
た
あ
の
攻
撃
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
関
係
す
る
組
合
や
団
体
と
連
携
し
、

働
く
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
闘
い
を
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
を
許
さ
な
い
、
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
、
そ
の
先
頭
に
な
っ
て
奮
闘
す
る
こ

と
を
表
明
し
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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戸
野
塚
昭
雄
さ
ん

（
東
京
通
信
技
術
セ
ン
タ
ー
・
四
五
歳
）

主
任
試
験
に
合
格
！

一
〇
年
ほ
ど

前
に
指
導
職
試

験
に
は
合
格
し

た
。
主
任
職
試

験
に
は
受
験
資

格
が
付
い
て
か

ら
七
年
間
受
験

し
続
け
た
。
一

次
試
験
に
は
今

ま
で
三
回
合
格

し
て
い
た
が
二

次
試
験
で
落
ち

て
い
た
。
四
回

目
で
初
め
て
二

次
試
験
を
突
破
し
た
。

今
回
の
合
格
は
、
う
れ
し
い
け
ど
複
雑
だ
。
合
格

し
た
人
は
他
労
組
か
ら
も
国
労
の
人
か
ら
も
仕
事
に

つ
い
て
厳
し
い
見
方
を
さ
れ
る
。

管
理
者
も
国
労
の
仲
間
も
喜
ん
で
く
れ
た
。

分
会
の
中
に
は
、
受
験
に
消
極
的
な
人
も
い
る
。

主
任
に
な
る
と
責
任
が
重
く
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、

職
場
の
業
務
の
中
心
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

れ
は
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
な
る

こ
と
で
も
あ
る
。

仕
事
で
職
場
の
中
心
に
座
り
国
労
組
合
員
が
優
位

に
立
と
う
。
昇
進
差
別
解
消
は
当
然
だ
が
、
教
育
問

題
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

今
は
四
等
級
な
の
で
二
月
に
五
等
級
に
な
り
、
再

来
年
二
月
に
主
任
・
六
等
級
に
な
る
。

並
木
賢
一
さ
ん
（
大
宮
車
掌
区
・
五
一
歳
）

大
橋
崇
彦
さ
ん
（
大
宮
車
掌
区
・
四
三
歳
）

片
嶋
英
男
さ
ん
（
大
宮
車
掌
区
・
四
七
歳
）

指
導
職
試
験
に
合
格
！

分
会
で

合
格
に
向

け
た
議
論

を
深
め
、

他
労
組
と

同
じ
事
を

し
つ
つ
違

い
を
鮮
明

化
し
よ
う

と
、
若
い

組
合
員
の

発
案
か
ら

小
集
団
活

佐
藤
正
義
さ
ん
（
飯
田
橋
駅
・
五
九
歳
）

シ
ニ
ア
再
雇
用
試
験
で

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
京
企
画
開
発
に
合
格
！

一
月
一
〇
日
以
降
二
月
中
ま
で
に
就
労
条
件
や
就

労
場
所
な
ど
が
決
ま
る
。
業
務
は
、
改
札
・
遺
失
扱

い
・
駐
車
場
・
ホ
ー
ム
ラ
イ
ナ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン

タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等
あ
り
、
引
き

続
き
の
業
務
を
希
望
し
た
。
昨
年
ま
で
は
国
労
が
採

用
さ
れ
て
い
な
い
事
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
管
理
者

や
仲
間
に
も
相
談
し
て
受
験
し
た
。

自
分
は
国
鉄
時
代
、
隅
田
川
の
貨
物
扱
い
で
約
二

〇
年
仕
事
を
し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後
に
上
野
要

員
セ
ン
タ
ー
を
経
て
数
箇
所
の
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
経

験
、
五
年
程
前
に
飯
田
橋
駅
に
赴
任
し
た
。
駅
の
勤

務
は
長
く
当
初
は
き
つ
か
っ
た
が
、
泊
り
勤
務
だ
と

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
不
合
格
の
場
合
の

差
別
の
証
明
、
合
格
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
た
。

指
導
職
四
名
、
等
級
試
験
一
名
の
合
格
が
出
て
、

「
役
員
ば
か
り
が
合
格
し
て
い
る
」「
な
ぜ
大
宮
車
掌

区
は
多
く
合
格
し
た
ん
だ
」
の
声
も
あ
っ
た
。
し
か

し
国
労
は
全
体
と
し
て
真
面
目
に
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
た
し
、
勉
強
や
面
接
の
練
習
も
平
均
三
回
程
行

う
等
努
力
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
出
た
と
い
う
意

味
で
合
格
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

大
橋
さ
ん
は
、「
一
次
に
は
二
回
合
格
。
何
や
っ

て
も
ダ
メ
だ
で
は
な
く
、
や
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う

と
取
り
組
ん
で
き
た
」、
片
嶋
さ
ん
は
「
合
格
は
個

人
的
に
は
う
れ
し
い
。
た
だ
、
研
修
の
中
で
個
人
の

責
任
に
転
嫁
す
る
こ
と
や
、
実
際
に
即
さ
な
い
講
習

は
改
め
て
ほ
し
い
」、
並
木
さ
ん
は
「
小
集
団
の
取

り
組
み
な
ど
話
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
や
っ
と
こ
こ
ま

で
来
た
と
思
う
」
と
話
し
た
。

井
工
場
の
仲
間
と
同
期
の
管
理
者
が
二
名
い
た
こ
と

で
気
分
的
に
楽
に
な
っ
た
。
面
接
で
「
今
ま
で
の
仕

事
は
車
両
の
整
備
だ
が
、
う
ち
で
は
清
掃
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
、「
苦
に
は
な
ら
な
い
」
と
答
え
つ
つ
、

自
分
の
経
験
か
ら
「
入
換
え
等
で
電
車
を
動
か
す
が
、

電
車
の
陰
か
ら
人
が
出
て
く
る
と
乗
務
員
と
し
て
は

不
安
」
等
を
伝
え
る
と
、
こ
の
「
安
全
面
」
に
つ
い

て
重
点
的
に
聞
か
れ
た
。

再
就
職
で
一
〇
万
円
以
上
の
減
額
に
な
る
点
、
職

場
の
活
性
化
、
新
系
列
車
両
の
教
育
は
若
い
人
が
中

心
で
や
る
気
が
失
せ
て
し
ま
う
点
、
各
種
会
議
等
す

べ
て
東
労
組
が
出
席
の
点
、
こ
れ
ら
を
国
労
と
し
て

改
善
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

今
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
は
、
一
人
で
は
な
い
、

仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
欲
し
い
。

大
泉
浩
さ
ん
（
中
原
電
車
区
・
五
八
歳
）

シ
ニ
ア
再
雇
用
試
験
で
鉄
道
整
備
に
合
格
！

昇
進
試
験
は

毎
年
受
験
し
主

任
試
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る

も
、
一
次
す
ら

合
格
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ

た
。
今
回
は
書

類
を
区
長
に
提

出
し
た
際
、

「
在
勤
地
の
希

望
は
？
」
と
聞
か
れ
た
。

試
験
は
小
論
文
と
面
接
。
不
安
な
中
会
場
に
、
大

舟
山
博
さ
ん
（
新
宿
駅
・
四
八
歳
）

指
導
職
試
験
に
合
格
！

Ｊ
Ｒ
発
足

後
、
東
京
・

品
川
・
新
宿

と
転
勤
。
東

京
駅
の
時
は

毎
年
受
験
し

て
い
た
。
品

川
駅
に
行
っ

て
か
ら
、
ど

う
せ
国
労
だ

か
ら
合
格
し

な
い
だ
ろ
う

と
思
い
受
験

し
な
い
で
き

た
。
御
茶
ノ
水
駅
で
退
職
し
た
町
田
さ
ん
か
ら
「
一

緒
に
試
験
を
受
け
て
合
格
し
よ
う
」
と
誘
わ
れ
再
び

受
験
を
始
め
た
。
町
田
さ
ん
は
結
局
合
格
で
き
ず
に

退
職
。
自
分
が
合
格
で
き
た
の
は
、
受
験
を
誘
っ
て

く
れ
た
町
田
さ
ん
の
お
か
げ
。

新
宿
駅
で
は
指
導
職
に
二
一
人
受
験
し
て
九
人
が

合
格
し
た
。
一
次
試
験
は
新
宿
駅
に
来
て
初
め
て
合

格
。
今
回
は
テ
キ
ス
ト
を
も
ら
い
勉
強
も
し
た
し
、

二
次
に
向
け
管
理
者
が
二
回
の
面
接
練
習
を
し
て
く

れ
た
。

合
格
し
て
率
直
に
良
か
っ
た
。
仲
間
は
「
お
め
で

と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
一
方
、
自
分
が
指
導
職

に
対
し
持
っ
て
い
た
意
識
が
、
今
後
自
分
に
向
け
ら

れ
る
の
か
な
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
が
、

雑
音
を
気
に
せ
ず
、
私
が
誘
わ
れ
て
受
験
し
合
格
し

た
よ
う
に
、
受
験
し
て
欲
し
い
。

昇
進
差
別
事
件
の
和
解
協
議
が
開
始
さ
れ
た
一
昨
年
末
以
降
、
初
め
て
実

施
さ
れ
た
昇
進
試
験
で
、
国
労
東
京
地
本
内
四
支
社
の
受
験
者
は
前
回
比
五

倍
強
が
合
格
。
中
で
も
主
任
職
で
は
六
倍
近
く
合
格
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
再
雇
用
機
会
提
供
制
度
（
シ
ニ
ア
再

雇
用
）
に
つ
い
て
も
、
国
労
東
京
地
本
内
四
支
社
の
国
労
組
合
員
希
望
者
の

内
、
八
〇
％
以
上
が
合
格
し
た
。
前
回
の
五
〇
％
程
度
と
の
対
比
で
は
、
驚

異
的
な
数
字
と
言
え
る
。

二
〇
〇
六
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
昨
年
の
昇
進
試
験
合
格
者
と
再
雇
用
機

会
提
供
制
度
合
格
者
の
生
の
声
を
掲
載
し
、
合
格
に
向
け
た
益
々
の
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
る
。

酒
が
抜
け
る
の

で
丁
度
い
い
。

で
も
明
け
の
日

は
や
っ
ぱ
り
眠

い
。
六
三
歳
ま

で
一
年
更
新
で

勤
務
す
る
こ
と

に
な
る
。

後
輩
の
皆
さ

ん
へ
「
管
理
者

に
相
談
し
た

ら
、
シ
ニ
ア
再
雇
用
の
職
場
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
一
体

だ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
〇
〇
八
を
読
ん

で
お
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
皆
さ
ん
も
、
管
理
者
や

仲
間
と
相
談
し
て
頑
張
っ
て
！
」

奥
平
千
治
さ
ん
（
相
原
駅
・
四
六
歳
）

指
導
職
試
験
に
合
格
！

九
回
目
で
指
導
職
に
合
格
し
た
。
回
を
重
ね
内
容

の
傾
向
が
分
か
る
に
つ
れ
、
制
度
・
会
社
概
要
・
時

刻
表
の
内
容
等
、
個
人
的
に
勉
強
も
し
て
き
た
。

受
験
す
る
か
ら
に
は
合
格
を
目
指
す
が
、
何
度
も

不
合
格
に
さ
れ
「
国
労
で
は
合
格
し
な
い
の
か
な
」

と
考
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

職
場
の
先
輩
か
ら
「
闘
い
だ
か
ら
」
と
受
験
を
奨

め
ら
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き
た
。
申
し
訳
な

い
こ
と
に
そ
の
先
輩
は
二
次
で
不
合
格
に
。

二
次
に
向
け
駅
長
が
、「
面
接
の
練
習
を
し
よ
う
」

と
協
力
し
て
く
れ
た
。

職
場
の
仲
間
は
み
ん
な
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
る
。
職
場
で
は
何
か
あ
れ
ば
み
ん
な
で
相
談

す
る
、
助
勤
者
も
「
こ
こ
は
来
や
す
い
」
と
言
っ
て

く
れ
る
。
仲
間
と
努
力
し
あ
っ
て
そ
う
し
た
職
場
を

作
っ
て
き
た
。

合
格
し
て
う
れ
し
い
が
、
指
導
職
の
責
任
を
考
え

る
こ
と
の
ほ
う
が

大
き
い
。
ま
た
、

間
違
っ
た
形
で
競

争
が
作
ら
れ
る
こ

と
が
心
配
。
仕
事

は
機
械
の
操
作
を

含
め
、
み
ん
な
が

き
ち
ん
と
し
て
い

る
。
合
格
し
な
い

方
が
お
か
し
い
と

思
う
。


